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１．始めに 

僕のプロジェクトのトピックは日本の人気ゲームシリーズ、「超次元ゲームネプ
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を聞いても言葉が少ないわりにはよくわかる。これは日本語のコンテクストで分

かるポイントが見える。日本語の文を根本的に分けると本当は「いいかな？」し

か残らない。これを英語にそのまま翻訳すると多分「Is it good?」になるだろう。

だがこれだけではもちろん英語では意味がわからないだろう。次には英語の文に

は「Hello.」が入れられている。日本語では「こんにちは」や挨拶言葉は特に入

っていない。だがこれはニュアンス的にあっていると思う。日本語では「おう、

そこのキミたち。」だけでなんとなく友好的な気分がする。これは多分「おう」

が入っているからだろう。だが英語の「You folks there.」だけではそういうニュ

アンスがない。このため、英語の文には「Hello.」と入れたんだと思う。これも

文化的な違いとも言えるだろう。簡単にいうとこれは知らない人たちの話し方に

も関係する。 

次は B を見て言語的、または文化的な違いを示そう。まずはこの文を見ると

翻訳の意味は元の文と随分違うことが分かる。例としては一番最後の文を見ると

文は完全に違う内容となっている。だがこの翻訳は間違えってはいないと思う。

これはなぜかというと前の文、もしくはこの会話自体の流れと感覚を正しく翻訳



こういうのはそのままの言葉を全部翻訳しても文法てきにはあっているかもしれ

ないがニュアンス的や意味自体の点では「正しくない」文になる場合のことであ

る。こういう時は文を少し変えることが必要となる。 
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